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―医薬品の適正使用に欠かせない情報です。―

　この度、下記のとおり使用上の注意を改訂致しますので、お知らせ申し上げます。

改　訂　後 改　訂　前
10．相互作用
10．2 併用注意（併用に注意すること）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子
交感神経系に対し
抑制的に作用する
他の薬剤

β遮 断 剤（ チ モ
ロール等の点眼
剤を含む）
� 等

交感神経系の過剰
の抑制（徐脈、心
不全等）をきたす
ことがあるので、
減量するなど慎重
に投与すること。

相互に作用（交感
神経抑制作用）を
増強させる。

血糖降下剤
インスリン
アセトヘキサミ
ド

� 等

血糖降下作用が増
強されることがあ
る。また、低血糖
症状（頻脈等）をマ
スクすることがあ
るので血糖値に注
意すること。

血糖値が低下する
とカテコールアミ
ンが副腎から分泌
され、肝でのグリ
コーゲンの分解を
促し、血糖値を上
昇させる。このと
き、肝臓のβ受容
体が遮断されてい
ると、カテコール
アミンによる血糖
上昇作用が抑えら
れ、血糖降下作用
が増強する可能性
がある。また、カ
テコールアミンに
よる頻脈のような
低血糖症状がマス
クされると考えら
れている。

クラスⅠ抗不整脈
剤

ジソピラミド
プロカインアミ
ド

� 等
クラスⅢ抗不整脈
剤

アミオダロン等

過度の心機能抑制
（徐脈、心停止等）
があらわれること
があるので、減量
するなど慎重に投
与すること。

抗不整脈剤は陰性
変力作用及び陰性
変 時 作 用 を 有 す
る。β遮断剤もカ
テコールアミンの
作用を遮断するこ
とにより心機能を
抑制するため、併
用により心機能が
過度に抑制される。

10．相互作用
10．2 併用注意（併用に注意すること）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子
交感神経系に対し
抑制的に作用する
他の薬剤

レセルピン
β遮 断 剤（ チ モ
ロール等の点眼
剤を含む）

� 等

交感神経系の過剰
の抑制（徐脈、心
不全等）をきたす
ことがあるので、
減量するなど慎重
に投与すること。

相互に作用（交感
神経抑制作用）を
増強させる。

血糖降下剤
インスリン
トルブタミド
アセトヘキサミ
ド

� 等

血糖降下作用が増
強されることがあ
る。また、低血糖
症状（頻脈等）をマ
スクすることがあ
るので血糖値に注
意すること。

血糖値が低下する
とカテコールアミ
ンが副腎から分泌
され、肝でのグリ
コーゲンの分解を
促し、血糖値を上
昇させる。このと
き、肝臓のβ受容
体が遮断されてい
ると、カテコール
アミンによる血糖
上昇作用が抑えら
れ、血糖降下作用
が増強する可能性
がある。また、カ
テコールアミンに
よる頻脈のような
低血糖症状がマス
クされると考えら
れている。

クラスⅠ抗不整脈
剤

ジソピラミド
プロカインアミ
ド
アジマリン

� 等
クラスⅢ抗不整脈
剤

アミオダロン等

過度の心機能抑制
（徐脈、心停止等）
があらわれること
があるので、減量
するなど慎重に投
与すること。

抗不整脈剤は陰性
変力作用及び陰性
変 時 作 用 を 有 す
る。β遮断剤もカ
テコールアミンの
作用を遮断するこ
とにより心機能を
抑制するため、併
用により心機能が
過度に抑制される。

1 ．改訂内容（取り消し線部削除箇所）

2025年8月
沢井製薬株式会社

25-24

使用上の注意改訂のお知らせ

プロプラノロール塩酸塩徐放カプセル

徐放性高血圧・狭心症治療剤
劇薬、処方箋医薬品
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改訂後の電子添文につきましては、医薬品医療機器総合機構ホームページ（https://www.pmda.go.jp）および 
弊社の医療関係者向け総合情報サイト（https://med.sawai.co.jp）に掲載しております。

大阪市淀川区宮原５丁目 2-30
TEL：0120-381-999

プロプラノロール塩酸塩徐放カプセル60mg「サワイ」

２ ．改訂理由
自主改訂
相互作用相手薬の販売中止に基づき、改訂致しました。


